
































































































































































































































































































































































































































上の父親である考えている男性の権利に関しては 2013 年の改正によって BGB に 1686a
条 1 項 1 号が追加された。この規定は法律上は父親ではないが遺伝上は父親である者に、
子との面接交渉権を一定の条件下で認めたが、この権利を主張するためにはその子が自分
の遺伝上の子であることが必要なために、面接交渉権を主張するなかで遺伝上の父子関係













































































 以上のように日本国憲法 13 条をはじめとした憲法の人権規定を、ドイツの判例や学説
を参照しながら解釈することで、基本権に対してその時々の社会で求められる水準を十分
に満たし、同時に、その保護が行き過ぎになることを防げると思われる。 
以上 
